
科⽬ナンバー  RMGT3532 

科⽬名  海上保安学  

担当教員  遠⼭ 純司  

対象学年  3年  開講学期  後期  

曜⽇・時限   

講義室   単位区分   

授業形態  講義  単位数  2 

科⽬⼤分類 専⾨  

科⽬中分類 専⾨展開  

科⽬⼩分類 専⾨・危機管理  

科⽬の位置付け（開発能⼒）

■ＤＰコード-学修のゴールを⽰すディプロマポリシーとの関連
  DP7-C〔他者理解・倫理観・公共⼼〕⼈間の⾏動の正誤に関する推論に正⾯から取り組み、
社会的な存在としての⾃⼰の⾏動原理を獲得することができる。
  DP1-E〔学識・専⾨技能〕専⾨分野にかかる理論知と実践知を獲得し利⽤することができ
る。
  DP3-G〔状況把握⼒・判断⼒〕⾃らの置かれた状況、及び⾃⼰が帰属する集団の内外の状況
を的確に把握し、適切に対応することができる。
  DP4-I〔理解⼒・分析⼒〕⽂章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選択、
分析と加⼯を有効かつ円滑に⾏い、課題の解決につなげることができる。
■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを⽰すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
  C1倫理的思考・社会認識－10%
  E1学識と専⾨技能－50%
  G1状況把握－10%
  I3情報分析－20％    

教員の実務経験

海上保安庁での40年間の実務経験（巡視船勤務、本庁での政策⽴案、海上保安部や管区本部で
の現場指揮、海外勤務、内閣官房勤務を含む）に基づき、我が国の海上保安制度について、国
際的な視点から、我が国国益の観点から、また、現場の視点から多⾓的に分析し、その特徴と
意義、重要性、今後のあるべき姿について詳細に講義を⾏う。  

成績ターゲット区分 授業内⼩テスト:60％  授業感想メモ:40％  

科⽬概要・キーワード ⽇本は海に囲まれており，我が国の主権と管轄権の及ぶ海域の治安と安全を守ることが極めて
重要である。このため、かかる重要な業務を担う海上保安庁について、以下のとおり理解を深
め、今後のあるべき我が国の海上保安制度について考察することを⽬標とする。
・海上保安庁の設⽴経緯、歴史、組織、体制、任務
・根拠となる国際海洋法、海上保安庁法等関連国内法の概要
・近年、厳しさを増す我が国周辺海域の実情と、これに対応している海上保安庁の広範な最前
線業務の実態（講師の実務経験に基づく事例研究を含む）
・我が国の国際戦略の柱となっている「⾃由で開かれたインド、太平洋」(FOIP)を積極的に推
進し、世界の海上保安をリードする海上保安庁の国際連携の実態と重要性
・海上保安庁の⼈材育成の意義と重要性
・領⼟、領海の警備に際し、⼒による現状変更の動きを軍事紛争に発展させることなく阻⽌す
るための、海上法執⾏機関である海上保安庁の意義と重要性

授業形態は講義により⾏う。
また、希望者を対象として、講義外において、海上保安の現場の実態について理解を深めるた

タイトル「2022年度危機管理学部(公開)」、フォルダ「危機管理学部」
シラバスの詳細は以下となります。



め、実地学習（施設⾒学）を⾏う。
■キーワード︓海上法執⾏、⼒による現状変更の阻⽌、軍事紛争への発展抑⽌、国際連携  

授業の趣旨

我が国周辺海域の実情と、これを守る海上保安庁の概要について正しく理解したうえ、⼒によ
る現状変更の動きに対し、軍事紛争に発展させることなくこれを阻⽌するという、海上法執⾏
機関としての海上保安庁の役割の重要性を深く理解し、我が国の海上保安制度の今後のあるべ
き姿について考察することを⽬的とする。  

総合到達⽬標

・海上保安庁の組織、体制、任務、歴史等、基礎的事項について理解し、知識として取り込む
ことができる。（第1〜第4回）
・海上保安庁の業務の基盤となる国際海洋法、海上保安庁法等関連国内法の基礎的事項につい
て理解し、知識として取り込むことができる。（第5回）
・海上保安庁の現場業務の実態と重要性について理解し、今後のあるべき姿について適切に考
察することができる。（第６〜第11回）
・世界の海上保安をリードする海上保安庁の国際連携の実態、意義について理解し、今後のあ
るべき姿について適切に考察することができる。（第12〜第13回）
・海上保安業務を⽀える⼈材育成の実態、重要性、課題について理解することができる。（第
14回）
・我が国の海上保安体制の実態、意義、問題点について総括し、特に、海上法執⾏機関である
海上保安庁が我が国の領⼟、領海を警備していることの意義と重要性、国際連携の意義を深く
理解し、今後のあるべき姿について適切に考察することができる。（第15回）  

成績評価⽅法

次の⽅法で成績を評価する。
・集中⼒を以て講義を受講し、各授業内にその内容をしっかり理解する。
・このため、各授業の最後に、理解度確認のための⼩テストを実施する。（60％）
・各授業への集中度、勉学の姿勢を評価し、併せて授業内容の充実化に資するため、感想、質
問事項について短いメモの提出を求める。（40％）
・総括テストは実施しない。
・レポートの提出は求めない。
 

履修条件 特に無し。  

履修上の注意点 特に無し。  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ  海上保安庁の概要
②授業概要   海上保安庁の基礎的事項（組織、体制、任務等）について理解し、⾃
衛隊、警察等、他の関係機関との差異、連携の実態について理解する。(C1,E1,G1)
③予習（120分） 海上保安庁についての基礎的事項について調べる。
④復習（120分） 海上保安庁についての基礎的事項について、講義や⼩テストの結果を
踏まえ復習し、適切に理解する。特に、海上保安庁と⾃衛隊、警察との差異、連携の実
態について正しく理解する。

2

①授業テーマ  我が国の海上保安制度設⽴経緯
②授業概要   戦前の我が国の海上保安体制の実態及び問題点、並びに戦後、海上保安
庁が設⽴された経緯、特に、設⽴に際してどのようなことが問題とされ、考慮されたか
について理解する。(C1,E1,G1)
③予習（120分）戦前の我が国の海上保安体制の概要、また、先の⼤戦直後の我が国周
辺海域の治安と安全の状況について調べ、海上保安庁が設⽴されるに⾄った理由につい
て考察する。
④復習（120分）海上保安庁が設⽴された背景と設⽴経緯、設⽴に際しどのようなこと
が問題とされ、考慮されたかについて、講義、⼩テストの結果を踏まえ、正しく理解す
る。

3

①授業テーマ  海上保安庁の歴史①（設⽴〜事案対応に伴う組織、業務の変遷）
②授業概要   戦後の我が国の海洋における主権と管轄権の拡⼤、重⼤事案の発⽣
と、これらに対応してきた海上保安庁の組織、体制の変遷、事案対応状況について理解
する。(C1,E1,G1)
③予習（120分） 我が国の海洋における主権と管轄権の拡⼤の状況、 発⽣した重⼤事案
の概要、また、これらに対応してきた海上保安庁の組織、体制の変遷、重⼤事件への対
応状況の概要について調べる。
④復習（120分）我が国の海洋における主権と管轄権の拡⼤の状況、 発⽣した重⼤事案
の概要、また、これらに対応してきた海上保安庁の組織、体制の変遷、重⼤事件への対
応状況について、講義、⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解する。

4 ①授業テーマ  海上保安庁の歴史②（急速な業務ニーズ拡⼤への対応と体制強化）
②授業概要   近年、厳しさを増す我が国周辺海域の実情と、これに伴い、急速に拡⼤
する海上保安庁の業務ニーズについて理解し、政府⽅針として海上保安庁の体制強化が



進められている状況と今後のあるべき⽅向性について考察する。(C1,E1,G1)
③予習（120分）最近の我が国周辺海域の実情と海上保安庁による対応状況について調
べる。
④復習（120分）業務ニーズの急速な拡⼤と、これに対応する海上保安庁の体制強化の
必要性とポイントについて、講義、⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解する。

5

①授業テーマ  海上保安業務と国際海洋法、関連国内法
②授業概要   海上保安庁は、海上における法執⾏機関として、根拠法令に基づき任務
を遂⾏している。このため、これら多くの国際法及び国内法のうちから、特に重要な、
国連海洋法条約関連条項、海上保安庁法等の概要を理解したうえ、海上保安庁の任務、
所掌、権限⾏使の範囲について理解する。(C1,E1)
②予習（120分）国連海洋法条約（領海、接続⽔域、公海、排他的経済⽔域等）、海上
保安庁法の概要について調べる。
③復習（120分）海上保安庁の任務遂⾏の根拠法及び権限⾏使の範囲について、講義、
⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解する。

6

①授業テーマ  業務最前線①「我が国の領⼟、領海を守る、海の治安を守る」
②授業概要   海上保安庁による海上犯罪の取締り、領⼟、領海の警備、海賊対策、
インテリジェンス等の実態と課題について、具体的な事案対処状況を通じて理解する。
(C1,E1,G1)
③予習（120分） 海上保安庁による我が国領⼟、領海の警備、海上の治安の維持に関す
る業務の概要について調べる。
④復習（120分） 海上保安庁による我が国領⼟、領海の警備、海上の治安の維持に関す
る業務の実態と重要性、課題について、講義、⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解す
る。

7

①授業テーマ  事例研究①「プルトニウム海上輸送護衛事案」
②授業概要   1992年〜1993年に実施された仏から我が国への返還プルトニウムの
海上輸送の護衛業務は、我が国として初めて海上国際テロ対策に本格的に取り組んだ事
例である。本事案の経緯とテロ対策への取組み、以後の海上保安庁の業務体制に与えた
インパクトについて、講師の本業務に従事した経験を踏まえた講義により理解する。
(C1,E1,G1,I1)
③予習（120分） プルトニウム海上輸送護衛業務の概要、海上保安庁によるテロ対策の
概要について調べる。
④復習（120分） プルトニウム海上輸送護衛業務を実施するに⾄った経緯、実施概要、
海上保安庁によるテロ対策業務に与えたインパクトについて、講義、⼩テストの結果を
踏まえ、適切に理解する。

8

①授業テーマ 事例研究②「北朝鮮⼯作船事案」
②授業概要  北朝鮮⼯作船への武器を⽤いた対応の実態を理解し、海上保安庁の武器
使⽤の根拠、⼿続き、⼿法、その後の我が国の北朝鮮政策や海上保安庁の業務執⾏体制
に与えたインパクトについて理解する。(C1,E1,G1,I1)
②予習（120分）北朝鮮⼯作船事案（平成13年12⽉）の概要、海上保安庁の武器使⽤の
根拠法について調べる。
③復習（120分）北朝鮮⼯作船事案の概要について理解し、海上保安庁の武器使⽤の根
拠、⼿続き、その後の我が国の北朝鮮政策や海上保安庁の業務執⾏体制に与えたインパ
クトについて、講義、⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解する。

9

①授業テーマ  事例研究③「尖閣諸島周辺海域の警備」
②授業の概要  我が国の領⼟である尖閣諸島周辺海域の実情と、⼒による現状変更の動
きに対し、軍事紛争に発展させることなくこれを阻⽌する海上保安庁の警備の実態と重
要性について、講師の実務経験に基づく講義により理解し、今後のあるべき⽅向性につ
いて考察する。(C1,E1,G1,I1)
③予習（120分）尖閣諸島周辺における中国海警船、外国漁船の状況、海上保安庁によ
る警備の状況について調べる。
④復習（120分）尖閣諸島周辺における海上保安庁の警備の状況、特に、⼒による現状
変更の動きに対し、法執⾏機関である海上保安庁が軍事紛争に発展させることなくこれ
を阻⽌している実態、重要性及び今後のあるべき⽅向性について、講義、⼩テストの結
果を踏まえ、適切に理解する。

10 ①授業テーマ  業務最前線②「海の安全を守る、⽣命を救う」
②授業概要   海上保安庁による海の事故防⽌対策、海難救助の実態、「⽇本⽔難救
済会」等⺠間団体等との連携体制、課題等について、具体的な事案対処状況を通じて理
解し、今後の効果的な対応について考察する。
③予習（120分） 海での事故の発⽣状況と救助の実態、⽇本⽔難救済会の概要について
調査する。
④復習（120分） 海での事故の発⽣状況と海上保安庁等の救助実施体制、救助の実態、



課題、今後の効果的な対応について、講義、⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解す
る。

11

①授業テーマ  業務最前線③「海を知る、⻘い海を守る、災害から守る」
②授業概要   海洋権益の基盤となる海上保安庁による海洋調査の実態、環境に甚⼤
なダメージを及ぼす海洋汚染防⽌の実態、また、近年猛威を振るう⾃然災害への海上保
安庁による陸上での対応を含む積極的な対応状況を理解し、各業務の課題、今後の効果
的な対応について考察する。(C1,E1,G1)
③予習（60分） 海上保安庁による海洋調査、海洋汚染防⽌、⾃然災害への対応状況に
ついて調べる。
④復習（60分） 海上保安庁による海洋調査の意義、海洋汚染防⽌、⾃然災害への積極
的な対応状況、各業務の課題、及び今後の効果的な対応について、講義、⼩テストの結
果を踏まえ、適切に理解する。

12

①授業テーマ   世界の海上保安をリードする
②授業概要    諸外国の海上保安体制について概観したうえ、世界の海の治安と安全
を守るため海上保安庁が強⼒に推進する国際連携の実態や、国際的意義(「⾃由で開かれ
たインド太平洋」（FOIP)との整合性）、我が国の国益への貢献（第三期海洋基本計画
との整合性）について理解し、今後のあるべき⽅向性について考察する。(C1,E1,G1)
③予習（120分） 諸外国の海上保安体制の概要、海上保安庁が推進する国際連携の実
態、FOIPの概要、「第三期海洋基本計画」の概要について調べる。
④復習（120分） 海上保安庁が推進する国際連携の実態、国際的意義、我が国国益へ
の貢献、今後のあるべき⽅向性について、講義、⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解
する。

13

①授業テーマ  事例研究④「フィリピン海上保安⼈材育成プロジェクト」
②授業概要   我が国海上保安分野の国際協⼒において、初となるプロジェクト⽅式
で実施された同協⼒事業の概要と意義、国際協⼒の現場で留意すべきポイントについ
て、講師の実務経験に基づく講義により理解し、今後の途上国に対する海上保安分野の
国際協⼒の⽅向性について考察する。(C1,E1,G1,I1)
③予習（120分）我が国の海上保安分野の国際連携のうち、途上国への国際協⼒の現状
について調べる。
④復習（120分）途上国に対する海上保安分野の国際協⼒の意義、重要性、国際協⼒の
現場で留意すべきポイント、課題、今後の⽅向性について、講義、⼩テストの結果を踏
まえ、適切に理解する。

14

①授業テーマ   海上保安庁の⼈材育成
②授業概要    海上保安庁は、広範で専⾨的な業務を、極めて少ない⼈員で遂⾏し
ている。このため、これまでの講義で理解した広範かつ⾼度な知識、技能を要する海上
保安業務に対応する⼈材が如何に育成されているか、具体的には、各教育機関での初任
教育、⾼度な専⾨教育の実態、課題（守っていくべきものと改⾰していくべき事項）、
求められる⼈材と設⽴以来、海上保安官に脈々と受け継がれる精神について理解する。
(C1,E1,G1)
③予習（120分） 海上保安庁の⼈材育成の実態について調べる。
④復習（120分） 海上保安業務に必要な⼈材育成の実態、課題、求められる⼈材と海
上保安官に受け継がれる精神について、講義、⼩テストの結果を踏まえ、理解する。
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①授業テーマ   総括「我が国海上保安体制の課題と今後の⽅向性」
②授業概要    これまでの授業を通して得た知識に基づき、我が国の海上保安体制
の実態、意義、課題について総括し、特に、海上法執⾏機関である海上保安庁が我が国
の領⼟、領海を警備している意義と重要性を、国際的な視点、我が国国益の観点、現場
の視点から深く理解し、今後のあるべき姿について考察する。(C1,E1,G1,I1)
③予習（120分） これまでの授業内容の総括
④復習（120分） 我が国の海上保安体制の課題と今後のあるべき⽅向性について、こ
れまでの講義、⼩テストの結果を踏まえ、適切に理解する。
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インテリジェンス概論、ヒューマンエラー論、犯罪と法Ⅰ、危機管理特殊講義Ⅰ、災害対策
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テリジェンス論Ⅰ（特論）、テロ対策論、犯罪と捜査、警察政策、ライフライン防護、運輸保
安、安全保障論Ⅰ（国際安全保障）、国際政治学、国際法、安全保障論２（国家安全保障）、
国際テロリズム論、国際協⼒論  
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